
第１学年 理科学習指導案

「力と圧力」１ 単元名

２ 単元の評価規準

関心・意欲・態度 科学的な思考 観察・実験の 知識・理解

技能・表現

日常に見られるい ２力のつりあいな 実験・観察を通し 実験・観察を通して

ろいろな力に関心を どの実験を行い，そ て 基 礎 操 作 を 習 得 力の基本的な概念や

持ち，意欲的に調べ の規則性を見出すこ し，記録の仕方など 原理を理解し，知識

ようとする。 とができる。 を身につけている。 を身につけている。

３ 指導観

○ 力が強い，弱いなどと毎日の生活の中で，頻繁に言葉として使っている。しかし，

力とは何か。簡単なようで意外と難しい。力を加えたときに，力を加えた結果を見る

ことはできるが，力は物体ではないために見ることはできない。直接見ることのでき

。 ， ，ないものの認識は容易ではない 本単元では 身近な事象に関する観察・実験を行い

力の基礎的な性質について理解を深めるとともに，これらの事象を日常生活と関連さ

せて科学的にみる見方や考え方を養う。

○ 本学級の生徒たちは，男子１７名，女子１９名で構成されている。Ｔ・Ｔによる分

割授業を行っているため，授業の多くを男子８名，女子１０名で受けている。数名の

女子が探究心旺盛で，授業中によく発言をするが，全体的な雰囲気ははおとなしく，

受け身の授業になりがちである。日頃から班での生活を行っているので，班学習の形

態には慣れてきており，実験・観察も協力して行うことができる。

○ 指導にあたっては 日常生活において 当たり前のこととしてとらえている事象 重， ， （

力，気圧など）について，科学的なものの見方，考え方を養っていくためにも，生徒

一人ひとりが自ら考えて知識を得ていけるような授業を展開していきたい。生徒それ

ぞれの考え方を確認しあったり，意見を出し合ったり，班活動を活発になるように支

援していきたい。

（１１時間）４ 指導計画及び評価計画

主な学習活動・内容 評価規準配時

１ ・力をさがそう ・ 物体に力が働いている例を，いくつかに

分類して考えることができる。

２ ・いろいろな力を調べよう ・ 課題に対して予想し，意欲的に調べよう

とする。本時1／２

２ ・力を表そう ・ 力を矢印を使って表現したり作図するこ

とができる。

２ ・どのようなとき力はつり合うのだ ・ 実験結果から，２力のつり合いの条件を

ろうか 見出すことができる。

２ ・圧力とは何だろう ・ 圧力に関心を示し，日常の事象と関連づ

けて調べようとする。

２ ・空気の圧力を調べよう ・ 大気圧に関心を示し，身のまわりの現象

と関連するものを調べようとする。



第５校時 第２理科教室５ 本時

６ 本時の目標

①実験結果の予想を立てることができる。

立てた予想の理由を説明することができる。②

実験結果から，２つのはかりで量った重さの合計が，物体の重さであると推論する③

ことができる。

④重さ（＝重力の大きさ）がそれとつり合う支える力ではかれることに気づく。

７ 本時指導の考え方

仮説実験授業の形式を取ることで，実験を行う前に，自分なりの予想をもって実験

に参加することの重要性を認識すること（目標①，②）をねらいとする。目標③，④

については上位目標とし，無理に伝えない。

ばねはかり１台，台ばかり２台 ，体重計 台，磁石，学習プリント８ 準備 1
（２／１１）９ 本時の展開

配 学習活動・内容 指導上の留意点 集団づくりを生かす 評価規準

時 手だて ＜評価の方法＞

１ 前時の学習内容 ●各自発言することで

を想起する。 リラックスさせる。 ●班活動・・班長が

２ 復習練習をする 「力が働く例」を

。( 班員に答えさせるウオーミングアップ）

３ 学習目標を確認 ●本時の学習目標を確

する 認し，見通しをもた

予 想 を 立 て て ， せる。

物 の 重 さ を 量 っ

７ てみよう

４ プリントの問１

を読み，質問の内 ●班で意見を出し合 ● 積 極 的 に 参 加

容を知る い，その理由を言 し ， 取 り 組 も

。・予想を立て，そ ●解答はいくつかの選 い合う。 うとしている

〈 〉の理由を考える 択肢を用意し，自分 発言チェック

〈 〉個人→班→全体 の考えに近いものを ●発表する。 様相チェック

選ばせる。40
５ 演示で実験を行 ●正解かどうかより，

う 自分なりの予想をす

ることが大切である

ことを伝える。

（ ）６ 問２～５まで同 １問題について８分

じ手順で実験を進 ●個人で１分間考える

める ●班で２分間話し合い

●実験３分

３ ７ まとめ ● 予 想 し ， そ の

・重さは物体に働 理 由 を 説 明 で

く重力で表され きているか。

〈 〉ることに気づく レポート分析



集団づくりの取り組み年間計画（ ）年

取り組み内容 ねらい

４月

５月

６月

７月

９月

１０月

１１月

１２月

１月

２月

３月
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